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絵描き

表紙作成

　　　　　　　　　　　　WAVOC学生リーダー　　
政治経済学部２年　菊池　侑大

表紙の作成に当たり、特にメッセージ性や物語性を意識して作成しました。
この表紙は、子どもが持っている黄色い風船に、絵描きがイラストを描いている

様子を表したイラストです。
イラストの主人公は、早稲田カラーのセーターを着た絵描きです。WAVOCも私

も今年で20歳なので、絵描きはWAVOCの
分身でもあり、私の分身でもあります。
絵描きは「20」という数字を描いている

途中です。それぞれの文字に込められたメッ
セージを紹介します。
まず、数字の「２」については、絵描き

が経験した様々な困難を表しています。こ
れは、20年間の活動の中でWAVOCが直面
した様々な困難を表しています。そして、
そのような困難の中でも目的地へと歩みを
止めなかった姿を表しています。
次に、数字「０」については、人が手を繋

いでいる様子を表しています。困難を経た絵描きは、人々と再び繋がることを決心
しました。絵描きはその思いを、人の輪の中に自分の姿を描くことで表現しようと
しています。この表紙はその瞬間を表しています。
この数字「20」には、二つのメッセージを込めました。

・ 様々な困難の経験こそが、人とつながることの大切さやすばらしさを理解するこ
とに繋がり、ボランティアという行動のきっかけにもなるのではないか。

・人との繋がりこそ、私たちの生におけるひとつのキーポイントなのではないか。
最後に、左下の子どもについてです。子どもは大きな風船を持っています。この

子どもは絵描きの幼少期、もしくは絵描きに憧れる少年です。両方の可能性があり
ます。前者の場合は過去との繋がりを、後者の場合は未来との繋がりを想起させま
す。本誌は20周年を記念する冊子であるため、表紙にも「時間」を意識した要素を
入れたいという思いで描きました。
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ご　挨　拶

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター所長
人間科学学術院教授

松居　辰則

　早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター（WAVOC）は2002年に設立され、2022年度に20周
年を迎えることができました。この間、WAVOCは早稲田大学の教育、研究に次ぐ使命である社会貢
献活動の推進役を担いつつ発展を遂げて参りました。20周年を迎えるにあたりWAVOCの設立とこれ
までの発展にご尽力をいただきましたすべての方々に心よりお礼申し上げます。そして、設立20周年

にあわせましてWAVOCの20年間の発展の軌跡を本誌（WAVOC20周年記念誌）として発行できまし
たことは大変嬉しく感じております。関係のすべての方々にご覧いただき、実績や思い出を共有して

いただき、今後のWAVOCの益々の発展のための連携の礎にしていただくことを願っております。

　さて、WAVOCでは20周年を迎えるにあたり、設立以来の理念を大切にしつつ、新しい時代に向け
ての理念を策定しWAVOCに関係するすべての方々と共有することに致しました。

《WAVOCの理念》
WAVOCは
１．教育・研究・実践を通して社会貢献を行います
現場体験の知と学術の知を往還することで、教育・研究・実践が一体となった社会貢献を実現し、す
べての人が平和でより良く生きられる世界の構築を目指します。

２．社会課題に対して当事者意識をもって取り組む人材を育成します
社会課題の構造的な理解と自己変容を促す学びの機会を提供することで、社会に主体的に貢献する人
材を育成します。

３．新しい社会貢献のあり方を創造します
構築してきた価値を大切にしつつ、新しい時代の社会貢献を常に再定義します。そして、多様性を尊重
しあい、先端技術を視野に入れた活動を行うことで、先駆的で公共性の高い新たな価値を創造します。

　新しい時代に向けて大学の機能は大きな変革が求められています。WAVOCも新しく策定した理念
に基づき、より多くの方々と連携し、現場体験の知と学術の知を往還させながら、教育・研究・実践

を通したボランティア活動や新たな社会貢献を実施するとともに、人間的力量の増進を目指した人材

育成を進めて参ります。皆様からの益々のご支援、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

巻頭言
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パブリックという観念について

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター初代所長
早稲田大学第14代総長

奥島　孝康

　ぼくは「大学」とは、教育機関であり、高等教育機関であり、かつ、公共機関であるという三つの

性格を備えていると考えている。したがって、それは大学の設置形態が国公立であろうと私立であろ

うと問わない。その含意は、パブリック・コーポレーションというのとあまり大きな違いはない。つ

まり、教育機関という以上、パブリックなものが含まれていることは当然というべきであり、パブ

リック・コーポレーションというからには、それがどんなに営利性の高い企業であろうとも、その名

称を用いるかぎり、パブリックなる事業形態として厳しい法規性ないし社会的ルールに従わなければ

ならない。だから、大学がわざわざ「公共性」とか「公益性」とかを言い立てる必要はないのであ

る。しかし、それを個別大学の特性ないし特色とする場合は別である。たとえば、「健康」とか「医

療」とかを校名にいれる場合などはそれである。近年、しきりと「コーポレート・ガバナンス」が強

調されるが、実はそれこそが企業のパブリック性の強調ではないかと思われてならない。

　ぼくは、そんな想いから、大学である以上、パブリックなことをするのは当然であるから、その点

ではむしろパブリックなことをするよう学生を指導するなり、その方向へ学生を誘導する必要がある

と考えて、学生部の一角にそのような機関を作ったつもりであったが、どうもぼくの思ったようには

真意が伝わらなかったようで、中途半端な機関となってしまったらしく、その点が常々気になってい

た。ぼくとしては、パブリックという言葉について、もう少し深みのある言説を残すべきであったと

いまさらのように悔やんでいる。

　とはいえ、本センターが平山先生の本学に対する多大な物心両面での貢献を生かして、本センター

の基礎をつくり、本学学生諸兄のために強力なバック・アップ機関として成長しつつある。現状は日

に日に大きくなり、本来の活動を強めている事実はなんとも心強く、本センターの明日をめざすもの

として大いに期待したいところである。

設立20周年によせて
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   （１）WAVOCについて

　2002年４月、本学名誉博士である平山郁夫氏の国際的社会貢献活動とその精神を継承し、平山氏が推進してきた諸
活動を更に推進・発展させ、ボランティア活動を広く国内外で展開・支援することにより、地域社会および国際社会
へ貢献することを目的として、設立された。
　名誉所長に平山郁夫氏、初代所長に奥島孝康総長が就任。公開性、孵化機能と情報公開、教育活動を基本理念と
し、世界平和に貢献するセンターとなることを目指し、スタートした。以来、早稲田大学の社会貢献推進役として活
動している。

   （２）WAVOCの特徴

　2000年前後から各大学でボランティアセンターが設置されるようになったが、大学ごとに趣旨や設置形態、運営
方法は様々である。WAVOCは単にボランティアのマッチングを行うのではなく、ボランティア活動に関する教育事
業、調査研究、情報提供等、多岐にわたる事業を行ってきた。とりわけ以下３点が大きな特徴と言えよう。
　１点目は科目（正課）の提供である。設立当初から提供を開始し、以後、年々科目の数や内容を拡充し、2022年度
は約20科目開講している（科目設置箇所は当時オープン教育センター、現在グローバルエデュケーションセンター）。
教室での講義科目に加え、学外での実習を伴う体験的学習科目も多数設置し、国内に留まらず海外でも実習を行って
きた。これらの科目は学生のみならず、担当教員にも良い刺激となっている。
　２点目はボランティアプロジェクト（課外）である。設立初期はその設置区分から主催プロジェクト、公認プロ
ジェクト、特別プロジェクトの３種類に分かれていた。主催プロジェクトは文字通りWAVOCが主催者となり、企
画、立案、実行までをWAVOC教職員が中心となって行うプロジェクトである。現在は早稲田ボランティアプロジェ
クトとして、WAVOCの教員それぞれの専門性を活かし、その指導の下、学生達が活動している。公認プロジェクト
は学生や教員、NPO等による持ち込み企画をWAVOCが認証し、コーディネーターをつけて実行するものであった。
特別プロジェクトはWAVOCとカウンターパートの団体が共催して事業を行っていた。公認、特別それぞれのプロ
ジェクトは後に学生団体（サークル等）となり、現在まで続いている活動も多い。
　３点目は教育調査研究事業である。科目やプロジェクトを補完するものとして、自主ゼミや公開講座、各種セミ
ナーなどを開催した他、ボランティア活動初心者向けの入門講座、活動報告会、交流会などを開講してきた。また、
テーマ別のブックレットや講義録を刊行し、ボランティア活動の推進や成果を発表している。
　設立以来、多くの客員教員やコーディネーターの方々に支えられ、これらの事業を推進してきた。2022年４月現在
専任教員２人、任期付教員３人が所属しており、教育・研究に取り組んでいる。

1.�早稲田大学平山郁夫記念ボランティア
　�センター（WAVOC）のあゆみ
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   （３）WAVOCの遷移

　WAVOCの遷移と主な社会情勢。

WAVOCの遷移 社会情勢

2002

WAVOC設立。早稲田大学名誉博士である平山郁夫画伯の国際的社会貢献活
動とその精神を継承し、国内外でボランティア活動を展開・支援することに
より、地域社会および国際社会へ貢献することを目的とする。初代所長に奥
島孝康総長が就任。
教育事業として３科目を開講し、国内外で活動する10のボランティアプロ
ジェクトを実施。

・欧州統一通貨「ユーロ」の流通
開始

・日韓でサッカーワールドカップ
を共催

・初の日朝首脳会談
・イラク情勢をめぐり緊迫

2003

・米英軍がイラク侵攻作戦を開始
（イラク戦争）
・SARS（重症急性呼吸器症候群）
が流行

・地上デジタル放送開始
・BES感染疑惑で米国産牛肉の
輸入停止

2004

・アジアを中心に鳥インフルエン
ザが流行

・九州新幹線開業（新八代～鹿児
島中央間）

・新潟中越沖地震、スマトラ沖地
震発生

・EUが25カ国に拡大

2005

「国境を超える教育的社会貢献活動」が文部科学省の大学教育支援プログラ
ム（特色GP）に採択される。タイに国際選挙監視団を派遣するなど、平和
構築、日韓交流、環境保全に関する活動などWAVOCの活動分野が飛躍的に
広がる。パキスタン地震復興支援チャリティコンサートを開催し、被災地へ
の支援を募った。教育面では、企業による寄付講座が開講し、学びの機会が
広がった。ブックレット「環境ボランティア」発刊。

・中部国際空港（セントレア）開港
・愛知万博（愛・地球博）開幕
・個人情報保護法の全面施行
・パキスタン地震発生

2006

堀口健治副総長が所長に就任。健康増進、競技力の向上、青少年の健全育成
に寄与する等、スポーツを通して社会貢献することを目指してスポーツボラ
ンティアが始まった。
また、荒廃する日本の自然を保全するために全国の学校が連携して取り組む
仕組みとして、一学一山運動を提唱。28の大学が賛同を表明し、フォーラム
および環境保全の研修を国内外で実施した。企業と提携し、童話展、環境ボ
ランティア学校工場見学等の社会貢献活動や、日中韓の国際交流を促進する
受託教育プログラムを開始した。ブックレット「保健医療」発刊。

・冬季五輪トリノ大会フィギュア
スケート女子で荒川静香（2004
年教育学部卒業）が、日本フィ
ギュア界初の金メダルを獲得

・第一回WBC（ワールド・ベー
スボール・クラシック）で日本
が優勝

・ジャワ島中部地震発生
・冥王星、太陽系惑星から降格

2007

・新潟県中越沖地震発生
・日本郵政グループ発足
・年金記録未統合が判明
・アメリカでサブプライム問題が
発生、国際金融市場を揺るがす

2008

・中国四川大地震発生
・アメリカ大手証券会社リーマ
ン・ブラザーズが経営破綻

・バラク・オバマがアメリカ大統
領選に当選

・Twitter日本版サービスが開始

小田和正氏によるアフガニスタン復興支援のためのチャリティコンサートを大隈
講堂にて開催（この収益金をもとに、日本ユネスコ連盟と協力して2005年アフ
ガニスタンにおいて小学校を建設）。開講科目、プロジェ
クトともに倍増し、活動機会が学びや活動の場が大幅に
増えた。その他ボランティアフェアやシンポジウム、災
害救援ボランティア養成講座を実施するなど、30以上の
行事を実施した。WAVOCブックレットシリーズ「知る・
考える・行動する」を創刊し、「教育協力」を発刊。

白井克彦総長が所長に就任。オープン科目「農山村体験実習」から学生NPO
が生まれ、大隈庭園に学生が田んぼを開田。またアトム通貨が新たなプロ
ジェクトとしてスタート。さらに、富士山 清掃や高尾の森づくりなどの環境
保全活動を開始。災害ボランティアとして、新潟・福島豪雨の被災地（新潟
県三条市、見附市）、新潟県中越地震の被災地（十日
町市、川西町、川口町）に災害復興支援ボランティア
を送り出した（４回、53人）。ゴスペラーズによるボ
ランティア活動支援チャリティコンサートを開催し、
音楽ボランティアプロジェクトが始まる。ブックレッ
ト「平和構築」発刊。

野嶋栄一郎常任理事が所長に就任。設立５年の節目にあたり、WAVOCの理
念を明確化し、助教の採用を開始した。春のボランティアフェアでは「大学
生に伝えたいメッセージ」と題した各プロジェクトによるプレゼンコンテス
ト、秋のボランティアフェアではフェアトレードを訴えるファッションショー、
各プロジェクト出展による「ボララボ」を開催。
WAVOC設置初年度から取り組んできたラオス学校建
設教育支援プロジェクトとして、本学創立125周年記
念事業の位置づけで、NPO法人の協力のもとノンサ
村に小学校を建設した。ブックレット「体験的な学習
とサービスラーニング」発刊。

シンポジウム「社会貢献で大学生は育つのか？ vol.1～WAVOC発・早大生の
アクション」を開催、約100名が参加。学生の発表に
続いて、メディア、企業、大学行政からコーディネー
ター、パネリストを招き、「社会貢献で大学生は育つ
のか？」が議論された。以降、2010年度まで200名以
上が参加するイベントとなる。ブックレット「ワーク
キャンプ　ボランティアの源流」発刊。
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WAVOCの遷移 社会情勢

2009

ラオス学校建設教育支援プロジェクトとして2007年度に続き、NPO法人、民
間企業の協力のもとノンヴェイン村に２つめの小学校を建設した。
WAVOC編『世界をちょっとでもよくしたい～早大生たちのボランティア物
語』を出版。

・裁判員裁判制度が始まる
・消費者庁発足
・新型インフルエンザが流行
　WHOが警戒水準を最高度の
フェーズ６に指定

・オバマ米大統領にノーベル平和賞

2010 紙屋敦之理事が所長に就任。

・欧州債務危機が拡大
・ハイチ地震発生
・小惑星探査機「はやぶさ」が７
年ぶりに帰還

・尖閣沖で中国漁船が衝突

2011

・東日本大震災発生。原発事故で
甚大被害

・テレビのアナログ放送終了。地
上デジタル放送に全面移行

・女子サッカーワールドカップで
なでしこジャパンが優勝

・タイで豪雨、大洪水が発生

2012

・復興庁発足
・東京スカイツリー開業
・大型ハリケーン「サンディ」が
発生。カリブ海諸国、北米に大
きな被害をもたらした

・NASA無人探査車が火星に着陸

2013

・富士山が世界文化遺産に登録
・2020年第32回オリンピックの開
催都市が東京に決定

・フィリピンで大型台風が発生
・中国でPM2.5の汚染が深刻化

2014

村上公一理事が所長に就任。体験の言語化プロジェクト始動、「体験の言語
化シリーズ」を開講、13クラス実施。
先進的な学びの試みが評価され、朝日新聞社「第１回朝日みらい教育賞グ
ローバル賞」を受賞。
降雪の被害を受けた埼玉県本庄市、土砂災害が起こった広島県広島市にて、
学生達が災害復興支援ボランティア活動を行った。

・消費税率を５％から８％に引き
上げ

・御嶽山が７年振りに噴火
・エボラ出血熱感染拡大
・香港民主派デモ隊、幹線道路を
占拠

2015

・安全保障関連法が成立
・世界各地でイスラム過激派のテ
ロが多発

・COP21で地球温暖化対策の新
たな国際枠組み「パリ協定」を
採択

・過激派組織「イスラム国」（IS）
が邦人人質を殺害

2016

・熊本地震発生
・天皇陛下が象徴としてのお務め
について、お気持ちを表明

・米大統領選でトランプ氏が勝利
・地球温暖化対策の新たな国際的
枠組み「パリ協定」が発効

WAVOC 10周年。201-39号館より99号館STEP21へと事務所
が移転する。卒業生組織であるWAVONET稲門会が設立さ
れる。
『社会で学ぶ大学生 -データからみるボランティアを通した学
生の成長』を発行。前年に続き、東日本大震災復興支援ボラ
ンティアを継続的に実施。

Waseda Vision150のもと、「社会貢献・ボランティア活動を通じた人材の育成」
プロジェクト開始。公認プロジェクトでの学生の主体的な活動を支援し、質
を高めるために年間を通じて担当教職員がプロジェ
クト毎にサポートを行った。
本庄高等学院生と早大生が連携し、被災地における
「海の照葉樹林とコミュニティづくり支援」を目的とし
て、現地から採取したドングリ・幼苗を育て、気仙沼
に植林し、森をつくる新たな取り組みを開始した。

2007年開始時から協力している「ふるさと清掃運動会」の事務局をWAVOC
に移設（2018年度まで）。
記録的大雨による災害支援として９～10月に常総市
へ学生ボランティアを送り出した。
シンポジウム「４年後の自分と東北を想像しません
か？──「復興支援インターン」を通して復興を考
える」を開催。

東日本大震災から５年を迎え、追悼企画を実施。５～８月にかけて熊本地震
の被災地に、９～10月に台風の被害を受けた岩手県岩泉町、田野畑村にて
学生ボランティアが活動した。WAVOC所属教員の
専門性を活かしたスタディツアーを海外（ケニア、
ブータン）で実施した。域学連携事業として、新潟
県十日町市でボランティアを実施。WAVOCの新し
い教育手法の開発過程をまとめた『体験の言語化』
を出版。

東日本大震災の被災地において復興支援ボランティアを継続的に実施。シン
ポジウムや書籍の出版、ゴスペラーズ「WAVOC presents 東日本大震災ボラ
ンティア支援アカペラコンサート」、国立競技場にて「早稲田駅伝」等、震
災や復興支援に関連するイベントを多数開催した。
WAVOCや各学部が提供する社会貢献関連科目を体系
化した、全学共通副専攻（テーマスタディ）「社会貢
献とボランティア」を設置。
農山村体験実習の紹介本『書を持って農村へ行こう 
―早稲田発・農山村体験実習のすすめ』を出版。
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WAVOCの遷移 社会情勢

2017

・天皇の退位を認める特例法が成
立

・九州北部豪雨発生
・ミャンマーからロヒンギャ難民
・国連、核禁止条約を採択

2018

・西日本豪雨、北海道地震と各地
で災害が相次ぐ

・オウム真理教の松本元死刑囚ら
の刑執行

・シンガポールで史上初の米朝首
脳会談を開催

・米国を除く環太平洋連携協定
（TPP）参加11カ国による新協
定「TPP11」が発効

2019

・皇太子徳仁親王が即位、令和へ
改元

・消費税率を８%から10%に引き
上げ、軽減税率導入

・「逃亡条例犯」改正案をめぐり、
香港で大規模デモ

・フランスのノートルダム大聖堂
で大火災

2020

・新型コロナウイルスが世界的に
大流行、日本各地で緊急事態宣
言発出

・レジ袋有料化スタート
・米大統領選、バイデン氏が当選
確実

・英国がEU離脱

2021

・新型コロナウイルスワクチン接
種開始

・東京2020オリンピック・パラリ
ンピック大会が開幕

・ミャンマーでクーデター、国軍
が全権掌握

・タリバンがアフガニスタン制圧

学生スタッフリーダーによる企画がスタート。以後
現在まで自主的に様々な企画を考え、実施している。
台風の被害を受けた千葉県富津市、栃木県佐野市、
宮城県丸森町にて学生がボランティア活動を行った。

2020年度に続き、オンラインでの活動が中心と
なる。講演会やオンラインイベントを多数実
施。後半は高田馬場、早稲田駅周辺でのごみ拾
い活動、児童養護施設への衣類提供ボランティ
ア等、身近でできることから徐々に活動を再開
した。

山田満教授が所長に就任。新型コロナウイルス感染症拡大のため、様々な活
動が中止となる。同時に急速に授業や課外活動もオンライン化が進み、リ
モートツールを使用してのオンライン上での
活動が中心となった。
松居辰則教授が所長に就任。東日本大震災発
生から10年、震災やこれまでのボランティア活
動を振り返る等、東日本大震災発生に関連する
様々なオンライン企画を実施した。

WAVOC教員がそれぞれの専門性を活かし、教育的要素をもって学生の主体
性を意図的に引き出す「早稲田ボランティアプロ
ジェクト」がスタート。学生が現場の他者との協働
の中で生き方を紡ぎだす力を育成することを目指
し、全教員が担当。
公認プロジェクトが自立し、サークルへ移行した。「外
国人おもてなし語学ボランティア」育成講座を実施。

『体験の言語化　実践ガイドブック』の出版し、セミナーや都内の中学・高校
や本学系属校において、学生達によるボランティア活動を紹介するイベント
を実施。９月に西日本豪雨被災地の岡山県に学生ボランティアを送り出した。
災害ボランティア交通費補助制度を整備し、学生個
人でのボランティア参加を促進。30人以上の学生が
利用し、各地でボランティア活動を行った。域学連
携事業として、新潟県糸魚川市において2016年12月
に発生した大火後の復興まちづくりイベントの運営
支援し、まちづくりや地域交流事業について学ぶ。
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   （１）プロジェクト、サークル

　WAVOCは設立時より、多種多様なボランティアプロジェクトを国内外で展開してきた。実施形態に応じ、様々な
呼称の公認プロジェクトが存在していたが、企画から運営まで学生が主体的に行う、という点は一貫している。学生
が自ら社会課題を認識し、取り組んでおり、これまで80以上のプロジェクトが立ち上がった。2016年度で公認プロ
ジェクト新設は終了し、2017年度以降その多くがサークル化し、現在も活動を続けている。
　なお、WAVOC設立以前からサークルとして活動しており、WAVOCの公認プロジェクトとして協働したボラン
ティアサークルも存在する。

  主催・公認プロジェクト一覧

 ※設立年順。名称変更したプロジェクト名は矢印で記載。
2002～  
●アフガニスタン復興支援
●ラオス学校建設教育支援 ➡ ラオス学校建設教育支援～スーン
●ケニア植林
●夏体験ボランティア
●稲刈り体験ボランティア ➡ 農楽プロジェクト ➡ 学生NPO農楽塾
●ボランティア相談会・ボランティア入門講座
●松代雪ほりツアー ➡ まつだい早稲田じょんのび交流プロジェクト
●早稲田大学所沢キャンパス湿地保全活動
●ヨーク大学社会貢献交流プログラム
●世界ふるさと富士サミット

2003～  
●中国ハンセン病療養所支援 ➡ ハンセン病問題支援 ➡ ハンセン病問題支援学生NGO橋 -QIAO-
●海外ボランティアリーダー養成
●形ある家族の思ひ出
●思惟の森育林
●日本語を母語としない年少者の日本語教育
●大佐町環境保全型森林ボランティア ➡ 高梁市環境保全型森林ボランティア ➡ 環境保全型森林ボランティア
●早稲田まちづくり研究会
●大隈庭園に田んぼをつくろう ➡ 農楽プロジェクト ➡ 学生NPO農楽塾
●三芳村里山づくり・有機農業体験実習 ➡ 食と子どものひろば三芳村
●姉妹山交流ボランティアニュージーランド編
●チャータースクールへの教育支援ハワイ編

2004～  
●国際選挙監視団派遣
●高尾の森づくり
●ホームビジット
●震災救援ボランティア
●東京ワセダロータリークラブ創立10周年記念奨学金

2.�活動紹介
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●音楽ボランティア
●日越学生交流プロジェクト ➡ DOORS～日越交流プロジェクト
●アトム通貨
●富士山をきれいにするプロジェクト ➡ 富士山総合プロジェクト
●三宅島島民帰島支援

2005～  
●エコミュニティ・タンザニア
●WAVOC日韓友情2005 ➡ 日本コリア未来プロジェクト
● JOCVバックアッププロジェクト～ベリーズ編～
●インドスタディツアー
●ルワンダ・プロジェクト ➡ 日本ルワンダ学生会議
●S.P.K.遺跡の保存と村づくり協力クラブ ➡ Ju-Ju～カンボジア・村びと共生プロジェクト
●ダウン症児者、自閉症児者・親兄弟のワクワクレスリング教室
●海外ボランティアリーダー養成プロジェクト（ボルネオ） ➡ ボルネオプロジェクト

2006～  
●千畝ブリッジングプロジェクト
●スポーツボランティアプロジェクト
●ドメスティック・バイオレンス（DV）被害者支援プロジェクト ➡ DVほっとプロジェクト
●ユネスコ・スタディツアー
●コミュニティ・エイズ・プロジェクト
●天龍村アートプロジェクト ➡ 天龍村山村留学プロジェクト
●離島交流プロジェクト
●一学一山運動
●WIN日産プロジェクト
●ケニア社会林業プロジェクト
●イグアス地域自然環境保全プロジェクト

2007～  
●災害救援ボランティア ➡ 早稲田レスキュー ➡ 早稲田災害対策学生チーム
●難民交流プロジェクト

2008～  
●農と食と緑の学校
●Cafaire

2011～  
●RINC
●東日本大震災復興支援ボランティア

2013～  
●フリースペース・雲
●わらわらの会
●学生起業団体　STUDY FOR TWO 早稲田支部
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2014～  
●日本ブラジル交流チーム　Nova Esperanca
●早稲田大学気仙沼チーム
●台湾慈済大学見晴プロジェクト

2015～  
●Saopopo
●いぐべおぐに
●actあくと～社会とつながる演劇プロジェクト

2016～  
●無国籍ネットワークユース（すてねとユース）

��WAVOC支援ボランティアサークル一覧（解散したサークル含む）

●青空子ども会Ⅱ
● アトム通貨実行委員会　新宿支部早稲田・高田馬場 
エリア

●海士ブータンプロジェクト
●池袋子ども会
●いぐべおぐに
● ISHINOMAKIの朝日プロジェクト
●いすみっこ
●SPW
●学習支援STEP UP！
●学生NGO EST
●学生NPO農楽塾　
●学生応援村
●学生ボランティア企画集団NUTS
●学校ボランティアプロジェクト
●狩り部
●環境ロドリゲス
●環境ロドリゲス所沢支部
●Grow Seeds Waseda
●Saopopo
●三陸つばき
●思惟の森の会
●児童文化研究会
● Ju-Ju～カンボジア村びと共生プロジェクト～　
●手話さあくる
●食と子どものひろば三芳村
●助走の場・雲
●新宿子ども会KIDS
●先生のための教育事典EDUPEDIA

●早大防災教育支援会WASEND
●地域猫の会（わせねこ）
●千畝ブリッジングプロジェクト
●チーム安全
●チャータースクールへの教育支援～ハワイ編～
●中高まなびプロジェクト
●つぼみプロジェクト
●TABLE FOR TWO Waseda
●T-WAVE
●DOORS-日越交流プロジェクト -
●難民交流プロジェクト
●似島ワークキャンプ
●日本コリア未来プロジェクト
●BAM部
●ひまわり子ども会
●ボランティアサークル積木の会
●ボランティアサークルman-vo.
●ボルネオプロジェクト
●まつだい早稲田じょんのびクラブ
●無国籍ネットワークユース
●ラオス学校建設教育支援プロジェクト～スーン～
●離島交流プロジェクト
●ロータリーの会
●早稲田こども日本語クラブ（わにっ子クラブ）
●早稲田大学気仙沼チーム
●早稲田大学広域BBS会
●早稲田大学POST
●早稲田農業サークルこだま
●WHABITAT
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「草創期のWAVOCの記憶語り」

桃山学院大学国際センター講師
元WAVOC客員講師、客員准教授

小峯　茂嗣

１．WAVOCに何がやれるのか → やれることはやっていこう
　私は2004年４月にWAVOC客員講師（インストラクター）に着任し
た。当時はWAVOC三年目の年であった。着任すると、そこは大学組
織としては異色な、教員、専任事務職員、派遣職員の垣根がない、ひ
じょうにフラットな組織であった。
　私が着任した年に地域通貨の「アトム通貨」が始まった。その仕組
みづくりや運営組織を担ったのが松田卓也さんだった。彼は早稲田大
学周辺の商店会組合や手塚プロを巻き込んで「アトム通貨」を計画し
た。開始当日、「アトム通貨」は新聞やニュースで紹介され、WAVOC
の電話が朝から鳴りっぱなしだったことはよく覚えている。
　その松田さんは、当時はWAVOCの一派遣職員だった。だが「意思
と能力がある人に任せ、やらせてしまう」という山口博之事務長の豪
胆な采配があったから、「アトム通貨」という新たな取り組みが実現し
たのだ。
　同じころ、農業をする学生団体「農楽塾」は、「『早稲田』なのに田
んぼがないのはおかしい」と大学にかけあい、WAVOCとともに大隈庭園に田んぼを作ることを実現した。可視化さ
れていなかった「想い」を糾合してカタチにする―WAVOCはそんな場所だった。
　とにもかくにも、「WAVOCにどんなことができるか分からない、だからやれることはやっていこう」という気概
はとても強かった。

２．活気にあふれていたWAVOC事務所
　当時のWAVOC事務所には、とにかくいろんな学生がひっきりなしに訪れていた。プロジェクトに参加した学生
が昼休みにお弁当を持ってきて、スタッフたちと一緒にランチをしながら、「こんな事できたら面白いよね」なんて
話し合っているさまは日常茶飯事だった。
　社会問題をテーマにしたイベントサークルqoonなどのように、WAVOCと「一緒に企画をやりませんか」と持ち
込んでくる学生たちも数多くいた。そういう「突撃」があった時にたまたまWAVOCに来ていた別の学生が「え、
面白そう！」と言ってその持ち込み企画に合流するなんていうのもよく見かけた。
　当時のWAVOCは、「何かを成したい」という熱い想いを持った学生たちにとっての「サロン」であったのだろう。
そして多くの学生たちは、「あそこに行けば〇〇を実現することができるかもしれない」という期待をWAVOCに
持っていたのだろう。学生たちはいつの時代も胸の中に何かしら秘めているものだ。今のWAVOCにもそんな学生
たちが日々、訪れることがあるのだろうか。そしてその想いを受け止めているのだろうか。

３．担当プロジェクトについて①―ボランティアと平和
　WAVOCは「早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター」である。そして平山郁夫画伯は平和をうったえてこら
れた方だ。私はWAVOCで、「ボランティア」と「平和」をいかにして融合させるかを考えてきた。
　その一つに「日本コリア未来プロジェクト（ニッコリPJ）」がある。
　これは日本人、韓国人、在日コリアンがボランティア活動を通じて関係性を深めるというアイデアだ。「ボラン
ティア」とは何らかの目的のためのアクションであり、そのために協力する行為である。そういう「ボランティア」
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を通じて、相互理解が進むだろうと考えた。
　北タイの少数民族の子どもたちのための寄宿舎で、敷地内の施設整備や文化交流のボランティア活動を日韓大学生
で行ったことがある。現地受け入れ先と相談しながら、日韓学生たちが主体的に計画をつくりあげていった。日本
語、韓国語、英語が入り混じりながら、みるみるうちに日韓大学生の距離が縮んでいくのが分かった。
　数日が経ち、学生たちの中から「ちゃんと話し合いたいよね」という声が上がってきた。日韓両国には様々な問題
が横たわっている。「でも相手方はどんな風に思っているのだろうな……」。そういうもやもやが、日韓学生の間から
自然発生的に生まれたのだ。学生たちは自分たちでテーマを決めて、毎夜、車座になって語り合っていた。
　ニッコリでの気づきは、たとえ意見がぶつかって激論になったとしても、終わった後に「握手」できる関係を築い
ておくことの大切さであった。そしてその力が「ボランティア」にはあるという確信でもあった。

４．担当プロジェクトについて②―「相互理解」というボランティア
　在任中にもう一つ立ち上げたのが、「ルワンダ・プロジェクト」だ。ジェノサイドから10年を経たルワンダで暴力
の歴史を学び、人々との対話や協働を通して平和について考えようとした。現地では子どもたちとの運動会の企画
や、ルワンダ国立大学生とのテーマ・ディスカッションをおこなってきた。のちに参加学生たちが、「相互理解」を
テーマに「日本ルワンダ学生会議（JRYC）」を発足させた。
　JRYCはルワンダ人学生を日本に招致して交流もしている。来日時には、日本の産業を学ぶために自動車工場を見
学したり、また小学校を訪れてルワンダの伝統舞踊を披露するなども行った。こうして日本人とルワンダ人が１年ご
とに往来するようになった。
　そのような中、2011年３月、東日本大震災が発生した。
　この未曽有の大災害の中で、WAVOCはどうすべきかという会議が開かれた。その会議で、「海外プロジェクトの
渡航をすべて中止して、学生たちは東北のボランティアに貢献すべきだ」という意見が出た。驚いたことに、その意
見に全員が同調しつつあった。しかし私は「国土も小さく資源も乏しい日本は、世界の国々からの支持と共感がなけ
れば生き残れない国なのに、学生たちが築いてきた世界とのつながりを断ってしまうのはどういうことか」と一人だ
け大反対した。後日、プロジェクトの代表の学生たちとWAVOCとで話し合いの場が持たれ、最終的に海外プロジェ
クトも存続となった。
　そこで JRYCの当時のメンバーは、ルワンダ人とともに被災地での活動を行おうと計画した。岩手や福島に行き、
放射能汚染区域のぎりぎり手前を視察したり、仮設住宅でのルワンダ伝統舞踊を披露したりする活動を行ってきた。
「あこがれの」日本の悲惨な現実を見たルワンダ人学生たちは心を痛め、被災地の人々に心を寄せるようになったよ
うだ。あるいは、あちこちで紛争が続き、人々が避難生活を送るアフリカと重ね合わせて見ていたのかもしれない。

５．終わりに
　現代は「分断社会」と形容されることがある。「多様性」が叫ばれる一方で、欧州での難民迫害、BLM運動、コロ
ナ禍でのアジア人へのヘイトなど、あちこちに亀裂が起きている。
　そのような時代で、対話や相互理解を促すことは、大きな意義のある「ボランティア」であろう。「ボランティア」
も時代の変化によって扱われるテーマも変容していくだろうが、WAVOC30周年の時には、どんなプロジェクトがが
んばっているのだろうか。
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村田　陽香（教育学部４年）

公認サークル「チャータースクールへの教育支援～ハワイ編～」に参加

　私たちはハワイ島ボルケーノ村にあるチャータースクール（独立した運営を行う公立学校の一形態）

において、教育支援や日本文化を伝える活動をしている海外ボランティアサークルです。私が渡航した

のは１年生の春休み（2020年）。初めてで右も左も分からない中、６人の渡航メンバー同士で支え合

い、オハナ（ハワイ語で家族）のようになることができました。

　初めての渡航は挑戦と緊張と喜びが混ざった内容の濃いものでした。私は渡航前、子どもと接する機

会がほとんど無かったため、子どもたちに英語で授業をし、コミュニケーションをとる自分の姿が想像

できず、不安でいっぱいでした。ところが現地では無邪気な子どもたちの笑顔に癒され、お別れ会の時

は想像以上に泣いて別れを惜しんでいる自分がいました。

　また、日本文化の授業では子どもたちは積極的に質問をしたり、素直なリアクションをしてくれるの

で、今までとは別の観点から日本文化を見つめることができました。そして自分が日本で生まれ育って

いるにも関わらず、日本文化を知った気になっていただけであることに気づかされ、自国の伝統や文化

に対する敬意や尊重といった感情が生まれました。

　海外ボランティアは始めるきっかけが何であれ、ふと気が付くと一生懸命活動しているものです。ハ

ワイでの経験を糧に、渡航後は日本に住む外国人の日本語支援や日本文化の発信に努め、日本の良さを

伝える活動に取り組んでいます。

WAVOCでの

体験談①



14

   （２）早稲田ボランティアプロジェクト

　公認プロジェクト制度の終了と同時に、2017年度からWAVOCに所属する教員が各自の専門性を活かし、その指
導のもと学生達が活動する、早稲田ボランティアプロジェクト（通称ワボプロ）が置かれている。ワボプロは、

　①教員の専門性を活かし、教育的要素をもって、学生の主体性を意図的に引き出す。 
　②現場の他者との協働の中で、生き方を紡ぎだす力を育成する。 
　③活動地への貢献はもとより、自己満足に終わらず、WAVOCとしての発信力と結びつける。

この３点を軸として、オリジナリティや活動地への貢献、学生の成長、 発信力、 社会貢献（現地だけでない、より広
い社会）を重視し、学生自身が主体性をもって取り組み、成長していくことをサポートする。
　毎年冬に年間の成果報告会を開催しており、詳しくはWAVOC編『ボランティアで学生は変わるのか「体験の言
語化」からの挑戦』（ナカニシヤ出版、2019）を参照されたい。

��早稲田ボランティアプロジェクト一覧

●狩り部（岩井　雪乃、2017～2021）
●パラリンピック・リーダープロジェクト（兵藤　智佳、2017～2021）
●act～他者の支えになる演劇プロジェクト（石野　由香里、2017～2018）
●Bridge－Rights of the Child－（島﨑　裕子、2017）
●海士ブータンプロジェクト（平山　雄大、2017～2020）
●もりびとプロジェクト～ムラブリに学ぶ、世界の始まり～（二文字屋　脩、2018～2020）
● ISHINOMAKIの朝日プロジェクト（林田　由那、2019）
●トーキョーサバイバー（二文字屋　脩、2020）
●災害ボランティア研究会（佐々木　俊介、2021～）
●フードグローカルプロジェクト（由井　一成、2021～）
●ソーシャルビジネス起業プロジェクト（岩井　雪乃、2022～）
●企業連携ボランティアプロジェクト （兵藤　智佳、2022～）
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高谷　健人（2021年社会科学部卒業）

早稲田ボランティアプロジェクト「狩り部」に参加

　現在日本では野生鳥獣による農作物被害や車両との衝突事故等の獣害が年々増加し、深刻な問題に

なっています。狩り部は、狩猟を通じて農作物被害の解決を目指す団体です。主に千葉県鴨川市で、地

元の農家さんや猟師さんのお手伝いをしながら狩猟の技術を学びます。活動では実際に目の前で猟師さ

んが動物を仕留め、解体するところを見学します。私は初めて見た時、非常に抵抗がありました。獲物

は死の直前まで懸命に逃げようとし、仕留めた直後の体はまだ生暖かく獣臭がします。その姿を見て、

とても胸が痛んだのです。

　しかしよく考えると、私は今まで現実から目を背けていただけだったことに気が付きました。私たち

が普段何気なく食べている家畜の肉も、誰かが育て、誰かが捌いてくれるから美味しく食べることがで

きます。私は不自由なく食べられることに慣れ過ぎて、このことを忘れていました。

　小さい頃、食事の際は「いただきます」、「ごちそうさま」を忘れずに、と言われて育ちましたが、実

際に狩猟の現場を見たことで、この言葉の重さを感じて口にできるようになりました。これは食べ物に

限った話ではありません。私たちの生活はたくさんの人々の努力によって支えられています。しかし、

その多くは当たり前になり過ぎて忘れられがちではないでしょうか。

　狩り部での経験を通して、そんな当たり前の生活を維持するにはどのような社会を作れば良いのかを

考えるようになり、大学での学び、卒業後の進路選択にも繋がりました。

WAVOCでの

体験談②
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   （３）スタディツアー

　ボランティアのすそ野を広げるための入門者向けプログラムとして、スタディツアーを実施している。これは専門
的スキルを持った指導者主導による活動で、参加者が毎回入れ替わる性質のものである。東京都高尾山において東京
都保有林の除伐・道づくり、北海道富良野市での自然返還事業・環境教育事業等、日本各地で実施しており、普段の
キャンパスライフでは味わえない経験ができることもあり、人気のプログラムとなっている。

��近年実施したスタディツアー例

●高尾の森づくりスタディツアー
●環境ボランティア学校益子スタディツアー
●日韓誠信学生通信使スタディツアー
●東日本大震災被災地スタディツアー（気仙沼みなとまつり）
●浪江町スタディツアー
●富良野自然体験スタディツアー

菊池　侑大（政治経済学部２年）

2021年に「高尾の森づくりスタディツアー」に参加

　2021年10月、高尾の森づくりスタディツアー

に参加しました。緑豊かなこげさわの森で作業

を行い、森で活動する方のお話を聞くことがで

きるという最高の体験でした。連日観光客で賑

わう高尾山ですが、私たちが向かったのは「裏

高尾」と呼ばれる地域の「こげさわの森」とい

う場所でした。観光客が少なく、静かな森の中

でより自然を感じることができる地域です。森

を少し進んだ所の作業小屋で、コーディネーターの花岡さんと合流しました。花岡さんから森にまつわ

る様々なお話を聞きながら、準備を進めました。ヘルメットをかぶり、ベルトを巻いた腰の左に「ノ

コ」（ノコギリ）、背中側には「ヨキ」（斧）を装備すると、気が引き締まりました。

　林道を作るには、木を切り倒す必要があります。今回の目標は、頂が曲ってしまったひのきを一本切

り倒すことです。花岡さんを先頭に、道具小屋から木を目指して出発しました。途中で橋が壊れている

所があったので、未整備の道を迂回します。登山道を登るのとは一味違った険しさでした。

WAVOCでの

体験談③
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　目標の木の場所に到着すると、さっそく作業に取り掛かりま

す。「追い口」「受け口」という切れ目を、倒したい方向を見定

めながらノコとヨキで入れていきます。十分に切れ目を入れた

ら、いよいよ滑車とロープを使って慎重に引っ張ります。たち

まち、ぱきぱきぱき……、という音を立ててゆっくりと檜の木

が倒れていきます！切り口が入っているおかげで、極端に大き

な力を出さずとも、三人で倒すことができました。切り株を見

ることで、花岡さんがこの木の樹齢や生育環境を教えてくれま

した。木を大切に扱う花岡さんの姿からは、木への愛や感謝を

感じることができます。その後、ヨキで木の枝を一つひとつ切

り落として、作業は完了しました。綺麗に切ることができ、非常に大きな達成感を得られました。

　ところで、どうしてチェーンソーなどの機械を使わないのでしょうか？それは、花岡さんたちは、こ

の「こげさわの森」の雰囲気を大切にしているからです。こげさわの森は、先ほども述べた通り、自然

に没入できる静かな環境が特徴です。訪れた人にそ

れを味わってほしいという願いから、騒音が出るよ

うな機械を使うことをあえて控えているそうです。

森を愛する人ならではの配慮に心打たれました。

　今回のスタディツアーは、新たな気付きと驚きに満

ちた体験でした。東京都内に穏やかな緑が広がって

おり、それが人の手で維持されている。私たちが歩く

森の中の道が、機械ではなく、ノウハウと道具を使っ

た人々の活動でできている。それらの気付きから、自分のものの見方が広がりました。参加して本当に良

かったです。

「高尾の森づくりスタディツアー」

　東京都八王子市裏高尾に位置するこげさわの森では、急峻な山肌にスギ林、ヒノキ林、広葉樹林が点

在し、手入れの変化も含めて多様な森にふれることができる。中でも澄んだ水が流れる沢と木下沢林道

や眺望を楽しむことができる北高尾山稜道は、影信山や裏高尾のハイキングコースとしても人気がある。

　このスタディツアーでは、植樹を目指した準備のための新植栽予定地の「除伐・道づくり」を行う。

除伐では、育成しようとする樹木以外の木を切りのぞく（切り倒す）作業を行い、道づくりでは、切り

倒した木を利用して山道を作る。

　普段は触れることのない作業道具を使って山の仕事を行うといった、都会では得られない体験ができる。
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脇舛　美菜（文学部４年）

2019年に「富良野スタディツアー」に参加

つながり～子孫に返す地球とともに生きる～

　これまでの人生で木と対話したことがあるだろ

うか。季節の香り、空の色、食べ物の味、土の触

感、その一つ一つに触れ、感動、感謝したことは

あるだろうか。東京に住む私たちは日々の生活で

自然に触れる機会も五感を研ぎ澄ませて生活する

こともほとんどなく、その感覚を忘れて何気なく

暮らしている。北海道、富良野。北の大地の真ん

中で私はこの夏、生きていくうえで大切なこと、忘れてしまっていたことと出会い、自分と社会を見つ

め直すきっかけを得た。

　１日目は地球と自然について学んだ。46億年の

歴史の中で地球は数多くの変化を経験してきた。そ

れとともに、何年もかけて気候も変動し、多くの生

き物が生死を繰り返してきた。私たち人間が生きて

きたのはたった20万年。そのほんの短い期間だけ

で私たちは自然を破壊し、自分たちの豊かで楽な生

活ばかりを追い求めて地球の環境を大きく変えつつ

ある。そして、自然の感触、四季の移り変わり、さ

らに自分たちの感性すら忘れてしまいかけている。「環境問題について考えてください。」そう言われてま

ずは何を思い浮かべるだろうか。二酸化炭素の排

出を減らすこと、それもそうかもしれない。だが、

まずは地球の歴史や自然というものをもう一度思

い出すことも必要なのではないだろうかと思った。

　２日目から３日目の朝にかけて、電気、ガスの

無い生活を行った。水も一人一日４リットル、少

ないと思った。限界生活だと思った。だがその４

リットルを無駄にしないよう考えて使えば生活は

WAVOCでの

体験談④
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脇舛　美菜（文学部４年）

2019年に「富良野スタディツアー」に参加

できた。電気がなく真っ暗だったが、見たことのないような星空のもとで食べた料理はどれもおいし

く、自然に対する感謝の気持ちが込みあがった。どれほど私たちが自然から離れ、時に自然を頼りす

ぎ、その恩を返せていないか。46億年の地球をいともかんたんに壊してしまう私たち。

「環境を考えていかんとあかん」 

　１日目のインストラクターの言葉を身をもって感じた体験だった。

　ジャガイモの収穫とブドウ狩りも体験した。楽

しいと思う反面、この大変な作業を少ない人数で

毎日行っている農家の方々はすごいと思った。天

候にも病気にも左右される作物は農家の方々に大

切に育てられ、その苦労をほとんど知らない私た

ち消費者のもとに届いている。私は今まで「食べ

物に感謝する」というと、犠牲になった動物や野

菜のことを思っていた。しかし、それだけではな

く、やはりここまでその食物を届けてくださった生産者の方へも感謝しなくてはと思った。当たり前の

ように並ぶ店の食品があるのは生産者の方々の支

えがあってなのだと改めて実感した。

　私たちは一人では生きていけない。自然、人、

どれか一つでも欠けてしまってはいけない。そし

てその恩は未来の世代へと返していかないといけ

ない。私たちは最終日に木を植えた。それはここ

で学んだことを自分が忘れないためでもあり、将

来の世代に少しでも緑が残るようにという思いを

込めたものだった。

「富良野スタディツアー」

　テレビドラマ『北の国から』（フジテレビ系列）などで著名な作家・倉本聰氏が主宰する「富良野自

然塾」と、WAVOCが共同で主催する３泊４日のプログラム。

　富良野の大自然を五感で感じながら環境について学ぶ「環境教育プログラム」、富良野の地に根付く

演劇的手法を用いて現地の風土を感じる「表現ワークショップ」、そして電気やガスのない中でエネル

ギーに頼らない原始的な生活を送る「生活体験プログラム」など、富良野の地ならではのさまざまな体

験をする。また、富良野で活躍する卒業生から、農業やまちづくり、地域交流事業について学ぶ。
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   （４）災害復興支援ボランティア

　WAVOCは自然災害が発生した際、日本各地の被災地
に学生ボランティアを送り出している。2004年に新潟・
福島豪雨、新潟県中越地震の被災地にボランティアを送
り出して以来、各地で学生がボランティア活動を行って
きた。
　東日本大震災では2011年から2019年の間に、延べ649
回にわたり延べ8,749人の学生・教職員が被災地でボラ
ンティア活動に参加した。その経験を活かし、2012年に
はボランティア活動を考えている学生に向けて「ボラン
ティアの心得10か条」を作成した。被災地での活動に際
して守るべき注意事項を簡潔かつ的確にまとめたもの
で、他大学や団体、個人等様々なところから引用される
等、大きな反響を呼んだ。
　WAVOCが催行する災害復興支援ボランティアは、職
員が事前に被災地のボランティアセンターと受入の調整
を行い、活動当日も引率する。また、用品の貸し出しや
交通費補助制度が用意されていることもあり（金額に上
限あり）、これまでボランティアに参加したことがない
学生も参加しやすい仕組みとなっている。実際に参加し
た学生からは、「WAVOC主催ということで安心感があっ
た」、「一度経験を積んだことで今後個人でも参加でき
そうだ」、といったポジティブな意見が寄せられている。
近年では2018年に倉敷市（岡山県）で、2019年に富津市
（千葉県）、丸森町（宮城県）、佐野市（栃木県）で学生
ボランティアが活動した。
　災害復興支援ボランティアは、校友や教職員、一般の
方、法人、団体等、多くの方々から活動資金をサポート
いただいている。特に東日本大震災をきっかけに始まっ
たゴスペラーズによるアカペラコンサート、ルーツ・ス
ポーツ・ジャパンとの共催による早稲田駅伝は2011年か
ら2021年まで実施しており（早稲田駅伝は2021年度のみ
中止）、利益をボランティア活動のために寄付いただいて
いる。ご支援いただいている皆様に感謝を申し上げたい。
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学生災害支援ボランティアの心得10か条

第１条　ボランティア保険（災害プラン）に入る
　ボランティアの基本は「自己責任」です。何か事故や病気があっても自分で対応することになります。
　保険に入ることはそのための準備になります。

第２条　不眠不休で頑張らない
　被災地では気持ちも高ぶり使命感から精一杯活動することになりがちです。
　しかし、疲労から体調を崩すのは相手に迷惑になります。活動中でも休む判断をすることが大切です。

第３条　被災地では信頼できる人と一緒に行動する
　活動をするにあたっては安全に十分に注意してください。被災地で起こりがちな危険な問題に巻き込まれ
ないためにもできるだけ単独行動は避けてください。

第４条　まずは相手の話を共感的に聞く
　被災者を少しでも元気づけようと「○○さんの分まで頑張ってください」「元気になってください」と言
いがちです。励ましの言葉を軽々しくかけないことも大切です。

第５条　被災者が自分たちでやる仕事を取らない
　被災地に行くとできることをすべて「やってあげたい」という気持ちになりがちです。
　しかし、復興するのは現地の人たちです。その力をどう応援できるかが大切です。

第６条　涙が止まらなくなったら活動をやめる
　悲惨な現状や嗚咽する人などに接する場合、自分も心の傷を受けることがあります。
　自分の心をコントロールできない時はその場から離れたり自宅に帰る決断をしてください。

第７条　できないことは「出来ません」とはっきり断る
　被災した人の依頼を断るのは難しいことです。しかし、無償のボランティアでも「やります」と言ったこ
とには責任が伴います。無責任にならないように行動することが必要です。

第８条　相手の感情に巻き込まれ過度な哀れみや同情をしない
　被災者の話を聞くことで感情が揺さぶれることもあります。しかし、「かわいそう」と思うことが相手の
支援になるわけではないことを知っておきましょう。

第９条　子どもと遊ぶときなどは過度に喜ばせようとしない
　ボランティアのお姉さんやお兄さんと遊ぶ体験は子どもにとってはうれしい時間です。
　しかし、非日常で興奮したあとの面倒は誰かが見ることを意識してください。

第10条　ボランティア活動の運営について批判はしない
　被災地のボランティア活動では「仕事がない」、「指示が悪い」などの批判もあります。
　しかし、憤慨しても何も生まれません。できることは何かを自分で考えて行動しましょう。
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WAVOCによる東日本大震災復興支援ボランティア
“早稲田型”の震災復興支援ボランティアを目指して

 
 早稲田大学監査室副室長

元WAVOC事務長

 外川　隆

　東日本大震災発生から１カ月後の2011年４月、早稲田大学は「東
日本大震災復興支援室」を設置した。そして、「被災学生の就学支
援」「研究を通じた復興支援」「被災地域への支援」を三つの柱とし
て、支援活動を開始した。「被災地域への支援」におけるボランティ
ア派遣は、学生ボランティアプロジェクトの推進役を担うWAVOC
が中核的役割を果たすことになった。
　当時、WAVOC事務長・現場責任者であった立場から、学生・教
職員・卒業生の協働による“早稲田型”震災復興支援ボランティア
についてふりかえってみたい。

震災発生後の混乱の中で
　震災当日、交通機関が止まったため、私はWAVOC事務所に泊まり込み、テレビに映る震災の深刻さを見ていた。
創立以来、社会への貢献とともに歩み続けてきた早稲田大学として、学生ボランティアを派遣することは当然だと考
えていた。地震発生翌日には、「今すぐ東北へ行きたい」とリュックサックを担いでWAVOCを訪れる学生もいた。
しかし、学生が現地に行けば貢献できるという単純な話ではない。ボランティア活動は、現地での受け入れ体制が
整い、人員が管理できるようになって初めて成立する。学生がやみくもに現地を訪れれば、逆に地元への負担が高く
なってしまうケースも多い。また、余震が続く東北の地で、学生の安全を十分に確保できる保証もない。
　しかも、当時のWAVOCの専任職員３名と教員４名では、通常の授業と既存ボランティアプロジェクトに加えて
新たな震災ボランティア活動をカバーできるような体制ではなく、資金も万全ではなかった。

学生ボランティア派遣の仕組みづくり
　３月中は支援体制を模索しつつ、現地の情報収集などを続けた。その結果、早くも４月11日には、WAVOC第一陣

の派遣として石巻市へ学生22名、引率教
職員６名を乗せた大型バスを先遣隊とし
て送った。現地で行った泥かき・瓦礫の
撤去ボランティアが被災地にとっても学
生にとっても「微力だが無力ではない」
ことを確認することができ、のちに「０
泊３日」と呼ばれることになるこの活動
は継続することとした。
　そのためには、人材と予算が必要であ
る。人材については①契約職員として
コーディネーターの増員、②学内の専任
職員から有志の支援チームを募ることの
２つに取り組んだ。
　震災ボランティアのコーディネーショ
ンには、学生・教職員・卒業生の総合力
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を生かした“早稲田型” 震災復興支援ボランティアの新たな
立ち上げの役割が求められる。幸運にも大学のグループ会社
所属で長年旅行業に携わってきたベテランをコーディネー
ターとして迎えることができた。
　次に、職員の確保については、職員が本務に携わりなが
ら、組織の壁を越えて協働して課題解決に取組む「震災復興
支援ボランティア支援プロジェクトチーム」を公募した。１
週間の応募期間にもかかわらず、30代～40代の中堅職員６人
から応募があり、５月初めから本格的に業務チームとして始
動した。チームメンバーにはWAVOC教職員と連携して、現
地への学生引率だけでなく、事前講習の講師、参加者が体験
をふりかえる際のサポート役なども務めてもらった。
　さらに資金的には「1,000人のボランティア派遣のために
は1,000万円の予算が必要」と大学に訴えた。結果的に、主
に卒業生からの寄付に基づくWASEDAサポーターズ倶楽部
を通して大学から2,000万円の提供を受けることが５月に決
定した（その後の追加分も含めて初年度は2,500万円弱の活
動資金となった）。

卒業生のネットワークで派遣活動を強化
　震災発生後、早稲田大学は被災３県に在住する全ての卒業生（約18,000人）に対し、お見舞い状を送付した。約
3,500通もの返信があり、その中には学生の派遣を求める声も多く含まれていた。WAVOCはこうした卒業生のもと
を一軒一軒訪れ、現場で必要な支援の形を聴取していった。このことによって信頼関係が築かれ、現地の卒業生が被
災されたにもかかわらず、学生ボランティア活動の受け入れや、廃校になった小学校の施設を宿泊場所として提供し
てくださることにつながった。
　2011年４月に派遣された宮城県石巻市への先遣隊以来、１年間で78回にわたり延べ2,178人の学生・教職員を東北
の20市町村へ派遣した。泥かきや瓦礫の撤去が中心であった初期の活動は、被災地の要望に応える形で、文化・ス
ポーツ、仮設住宅支援、イベント運営支援、学習支援など徐々に多様化していった。そして2011年度から2019年度の
WAVOCの活動実績は691回、延べ8,749人となった。

“早稲田型”震災復興支援ボランティアの経験を次につなげて
　上述のとおり東日本大震災時に、学生は、①ボランティア活動、②活動のふりかえり、③体験の言語化・発信等を
行った。教職員は、①現地とボランティア等とのマッチング、②学生引率、③活動の事前講習の講師、および活動ふ
りかえりのサポート役を担った。特に、卒業生が①活動資金援助、②現地活動の受け入れ、および被災体験のボラン
ティアへの語り役等を継続的に果たしたことは、他大学には例をみない早稲田型の特徴といえよう。また、教育機関
として、学生の成長を促すふりかえりを行い、体験の言語化につなげた教育活動もWAVOCならではの取り組みで
あった。
　東日本大震災の後も、WAVOCでは熊本・広島・宮城等の自然災害に対してボランティアを派遣してきた。こうし
た災害支援活動は、現地情報を収集して関係を築き、リスク管理体制を構築し、学生ボランティアを指導しながら実
施するという意味で、東日本大震災における復興支援ボランティアの経験を生かしたものであり、早稲田型の支援活
動として今後も継続されるはずである。

早稲田大学　東日本大震災10年特設WEBサイト

『10 YEARS SINCE 東日本大震災―研究、教育、貢献で考える 早稲田大学と震災の記録―』はこちら。
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田村　水咲（2021年文学部卒業）

2018年に「西日本豪雨ボランティア」に参加

「学生にもできることがある、まだまだボランティアが必要です」

　2018年７月に発生した西日本

豪雨を受けて、WAVOCを通して

３日間と個人であわせて２週間、

岡山県倉敷市真備町でボランティ

アをしました。WAVOC主催の活

動は学生が現地に集まり、真備の

ボランティアセンターから新田サ

テライトや岡田地区に派遣され土

壁壊しやゴミ出しといった力仕事

をしました。

　また、個人ボランティアを受け入れているNPO団体を探し、８月は真備町服部サテライトから清掃

を中心とした力仕事を、９月は真備町最大の避難所だった岡田小学校に入り、避難所運営をする倉敷市

や応援県の職員の方の避難所運営補助や生活環境改善のお手伝いをしました。

実際に行ったからこそ分かることがある

　「メディアを通して見るよりも現地に行くと理解が深まる」というのは使い古された言葉かもしれな

いですが、他人事として捉えてい

た現状を目の当たりにし住民の

方々とも話すことで本当に大変な

状況だということが分かりまし

た。被災から時間が経過するごと

に、慣れない避難所生活へのスト

レスを抱えながらこれからの生活

についてより具体的に考えて、行

動していかなければならないとい

WAVOCでの

体験談⑤

浸水した家屋の再建工事のための下準備として土壁を剥がす作業

熱中症対策のためボランティア作業では必ず決められた時間に休憩を取りま
す（一番右が田村さん）
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う大変さを感じました。

　支援する側も避難所の住環境を整えたり、支援物資の回し方を考えることはもちろんですが、発災か

ら時間が経つにつれてよりきめ細やかな支援が求められていることが分かりました。他人事として考え

ると忘れがちですが、住民の方々にはもともと個人の欲求に沿った生活があり、「被災」と一言では言

えない個別の被災状況があります。「人に寄り添った支援」というものが本当に求められているのだと

感じました。

ボランティアが入ったことで血圧が下がったおばあさん、饒舌になったおじいさん

　住民の方々には高齢者も多く、力仕事や手続きも難しい場合が多いです。また慣れない避難所生活で

コンビニのおにぎりを食べ、話す相手も限られているという状況もありました。心配で血圧が上がった

り持病が悪化してしまう方、無口になったり怒りっぽくなってしまう方などなど短い滞在中でも沢山の

方と関わりました。ボランティアが清掃に入ることで家が片付いた安心感から血圧が下がった方、初め

はずっと座って無口だったのに一緒にお話しながら作業を手伝ってくださる方いました。作業はもちろ

ん、住民の方々とお話しすることも人に寄り添った支援なのだと思いました。

学生にもできることがある、まだまだボランティアが必要です

　発災から４ヶ月が経ち以前よりメディア掲載が減っていくこと（本稿は2018年11月に執筆）、学生

や企業の夏休みなど長期休暇を取りやすい期間が終わってしまったことからボランティア数は減少して

います。しかし一方で、これからやっと生活を立て直していくという段階なのでパワーがまだまだ必要

だそうです。

　東京では運動らしい運動もしない上、無資格無スキルの私ですが支援を行うことができました。交通

費と宿泊費の捻出が難しいなと思っていましたが、大学の交通費補助の制度や、現地でも宿泊施設やお

風呂をボランティア向けに提供してくださる所などを利用すれば経済的に余裕のない学生でも活動する

ことができます。時間を見つけて１人でも多くの人に実際に足を運んで欲しいなと思いました。
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   （５）ボランティアフェア、ボラカフェ、ボランティアプレゼンコンテスト

　2003年にボランティアサークル合同説明会を開催して以来、主に新入生を対象としてボランティアフェア（2004～
2015年）、ボラカフェ（2016年～）を毎年開催している。これは国内外で活動する学生ボランティア団体（サークル
やプロジェクト）と、ボランティアに興味がある学生をつなぐWAVOC主催のイベントであり、毎年多くの学生が
参加し、ボランティア活動への第一歩となっている。
　併せてボランティア団体がテーマに基づいてプレゼンを行い、順位を競うボランティアプレゼンコンテストも開
催。自身の活動を基に、ボランティアに対する熱い思いを個性溢れる見せ方で発表している（2016年度以降はボラカ
フェと時期を分けて、ボランティアプレゼンコンテスト単独で開催）。学内外から審査委員を招き、上位入賞団体に
対して、2014～2022年度はWSC（WASEDAサポーターズ倶楽部）メンバーズ基金より、活動報奨金が与えられ、さ
らなる活動への機会につながっている。

年度 イベント テーマ

2003 ボランティアサークル合同説明会 はじめの一歩

2004 ボランティアフェア ～今の瞬間を熱く生きてみよう！～

2005 ボランティアフェア 君の『非日常の扉』をWAVOCの活動で開けてみないか！

2006 ボランティアフェア ～はじめてボランティアをする人のために～

2007 ボランティアフェア ～あたらしいコト　はじまる…～

2008 ボランティアフェア ～一歩踏み出す、ぐっと広がる～

2009 ボランティアフェア ～ボランティアで学ぶ、つながる、変わっていく～

2009 秋のボランティアフェア ～もう一度、燃えないか～

2010 ボランティアフェア ～動き出そう！今から、ここから、自分から。～

2011 ボランティアフェア なにみてる？ボランティア活動を通して大学生がみた世界

2011 秋のボランティアフェア・写真展 なにみてる？ボランティア活動を通して大学生がみた世界

2012 ボランティアフェア ダレか、学生ボランティアを教えてくれ

2013 ボランティアフェア 僕たちが動く、世界が変わる。こんにちはボランティア

2014 ボランティアフェア ボランティア活動を通してみえてきた社会の課題について

2015 ボランティアフェア ぼくたちが「変えなきゃいけない！」　～活動を通じて見えた社会の課題～

2016 プレゼン大会 いっしょにやろうよ、ボランティア

2017 プレゼン大会 ボランティア活動を通して社会に貢献できたこと

2018 ボランティアプレゼンコンテスト ボランティア活動を通して見えた社会の課題

2019 ボランティアプレゼンコンテスト キミは何を“みた”のか？～求む！キミたちのボランティア論～

2020 中止 　

2021 ボランティアプレゼンコンテスト
（オンライン開催） キミたちは何故ボランティアをするのか？

2022 ボランティアプレゼンコンテスト キミたちは何故ボランティアをするのか？
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   （６）学生リーダー

　WAVOCには学生がスタッフとして勤務している。WAVOC運営の事務作業補助に止まらず、ボランティア情報の
発信や紹介、イベントの企画・運営、ボランティアサークルの支援等、学生リーダーの業務は多岐に渡る。
　本学学生のボランティア活動活性化のため、学生目線で様々な活動を行っており、単なるアルバイトではない。こ
こでは「WAVOCの学生リーダーとして」というタイトルで、学生スタッフの声を紹介する。

文化構想学部２年

池田　日陽 

　入学当初から、何らかの形で人の役に立ちたいという思いがあり、大学ではボランティア活動に力を入れたいと考
えていました。ですが、私は大学に入るまでボランティア経験がありま
せんでした。そのようなときに、魅力的なイベントを提供してくれたの
がWAVOCです。 
　ボラカフェでは多様なボランティアサークルと出会うことができまし
た。また、ボランティアプレゼンコンテストでは、「なぜボランティア
をするのか」という根源的な問いに対して、各団体が様々なプレゼンを
していたのが印象的でした。 
　このようなWAVOCのイベントに参加するうちに、私も学生とボラン
ティアをつなぐ存在になりたいと思い、2021年８月よりWAVOCの学生
リーダーを務めさせていただいています。学生リーダーとして初めて実
施したイベントが、「WAVOC×ロータリーの会：お掃除プロジェクト」
です。高田馬場ロータリーのゴミ散乱問題の解決を目指して清掃活動を
行なっている、ロータリーの会というサークルとコラボしてゴミ拾いを
行いました。新型コロナウイルスの影響でボランティア活動を行うこと
も難しい状況が続いていたので、実際にボランティアを体験する貴重な
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機会になったのではないかと思います。参加者の方
からは、「敷居が高いように感じていたボランティア
に対する心理的ハードルを低くする良い機会になっ
た。」という感想をいただくことができ、嬉しかった
です。今後も、ボランティアをもっと身近なものだ
と思ってもらえるようなイベントを企画していきた
いと思います。 
　学生リーダーの魅力は、活動を通してボランティア
や社会貢献に対する意識を高められるところです。私
は環境系のボランティアサークルと教育系のNPOに
てボランティアを行っていますが、学生リーダーの活
動を通して、環境問題や教育問題に限らず防災や国
際協力にも関心を持つようになりました。今後も、学生に魅力的なイベントを提供できるよう、様々な社会課題を学
び続けたいと思っています。多くの学生にボランティアや社会貢献のことを伝えていきたいです。

社会科学部３年

伊藤　夕妃 

「WAVOCで何かやってみるといいよ」 
　この言葉をくださった方は、私の人生に最も大きな影響を
与えてくれました。 
　今は、私の地元である宮城県気仙沼市で一番尊敬する方です。 
　その方は、早稲田大学を卒業し、大学時代のボランティアの
経験から「現場を見る」ということを大事にしています。東
日本大震災のボランティアとして活躍した後、気仙沼市に移
住し、現在は教育の発展のために尽くしています。その方の背中を見て、私も「現場を見る」感覚を養い、そういっ
た早稲田の学生を増やしたいと思い、WAVOCの学生リーダーになりました。 
　学生リーダーとしてWAVOCのイベントや広報活動を行うと、コロナ禍でも試行錯誤し、決して立ち止まること
なくサークル活動やボランティア活動を続ける学生や先生方を見ます。その方々のおかげで、私は「学生リーダーと
してできることはないか」と模索しながら、広報活動に励むことにやりがいを感じています。 
　私は、小学３年生の時に東日本大震災を経験しました。被災当時、早稲田大学の多くの学生や先生方に支援していた

だきました。振り返ると、大学がなかった地域に住む私にとって、「ボランティアの
大学のお兄さん、お姉さんが地元にたくさん来ている」ということは自分が大学と
いうキャリアを選択し、早稲田大学を目指すきっかけの１つであったと思います。 
　そして、未曾有の大震災を経験し、被災地で育ってきた私は、復興の先の持続
可能な発展が被災地には必要だと考えました。そのためには、ボランティアに留
まることのない活動の必要性を感じ、ご縁があった先生と同じ志を持つ仲間と共
に「ソーシャルビジネス起業プロジェクト」をWAVOC公式のプロジェクトとし
て新設しました。 
　震災当時WAVOCの多くの方からご支援をいただいた私が、この度、WAVOC 
20周年という節目の年に学生リーダーとして関わっていることに、何か特別なご
縁を感じています。「ボランティアと言えば、早稲田大学」と多くの方に言って
いただけるように、学生リーダーとして今後も励みたいと思います。
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社会科学部４年

内田　雅子

　皆さんは「ボランティア」について、どの様にお思いでしょ
うか？ただ働き？自己満足？「就活でのアピール材料にしたい
からやってるの？」なんて言われたこともあります（笑）。
　私にとってのボランティアは、「視野を広げてくれるもの」
です。
　しかし、最初は、自己満足でした。
　私が初めてボランティアをしたのは、大学一年の時で、地元
での学習支援ボランティアでした。経済的に塾に行けない子供達に放課後、勉強を教えます。私は「教育格差の解消
に向けて、力になりたい」と思うあまり、根詰めた授業を行い、むしろ生徒のやる気を削いでしまいました。その点
を反省し、その後は生徒との話し合いを通じて、生徒の本当の課題であった、学習への苦手意識を取り払うことに注
力しました。
　ボランティア精神が迷惑になることもある。力になりたい気持ちがあっても、やり方を間違えると、相手にとって
はいらないものになる場合もあるとは思いもよりませんでした。同時に、思い込みを捨て、まずは相手を知る姿勢の
重要性を痛感しました。そして、成長を支えることができた時、活動が何よりも楽しかったです。
　その後WAVOCの学生リーダーになりました。理由としては、もっと多くの方にボランティアの楽しさを知って
欲しいと感じたためです。０からイベントを考えたり、多くの関係者の方と関わったり、非常に貴重な経験をさせて
いただきました。
　その他にも、防災教育のボランティアサークルや、農村ボランティアをしました。防災教育サークルにて、小学校

に企画を掛け合う際には、前述の反省を生かし、自己満足の押し付
けにならないように、ニーズを汲むことや防災授業への共感をして
いただけるように気を付けました。
　人によって、ボランティアの捉え方は様々だと思います。また、
実際に活動する中で、私の様に変わってくることも多いと思います。
確かに、実際にやってみても「偽善だった」ということもあれば、
ある方にとっては、「かけがえのないつながり」や「新しい自分と巡
り合える」機会になるかもしれません。一人でも多くの人にその様
な機会を提供する為に、私はWAVOCで活動を続けたいと思います。

 

政治経済学部２年

菊池　侑大 

　実は私は、学生リーダーとして勤務をするまで、ボランティアに関わった経験がありませんでした。そんな私は、
学生リーダーとして勤務を始める際、ひとつの目標を立てました。それは、WAVOCを通じて「ボランティア」とい
う言葉の意味を考えることです。耳にする機会が多い「ボランティア」という言葉ですが、その中身を思い浮かべる
ことが難しい言葉でした。 
　学生リーダーとして勤務をするなかで、ボランティアで活動する方とお話する機会がありました。ボランティアで
活動している方々は、問題意識を持ち、それを自分との関係性の中で捉え、実際に行動に移していました。その姿を
実際に目にして、私はあることに気が付き、衝撃を受けました。 
　それは、「ボランティア」において非常に重要なのは、参加している「一人ひとり」なのではないか、という事で
す。一人ひとりが問題と向き合い、自分の方法で貢献しようと動くという一連のプロセスがある。そしてそれを大き
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な視点から見た時、はじめてそれが「ボランティア」という全体として浮かび上がる。以前の私がボランティアを曖
昧な物だと感じていたのは、その中で活動する一人ひとりの存在を意識していなかったからだと気が付きました。 
　20周年のポスターは、そのような私の学びを反映したデザインになります。大小の丸は、一つひとつの活動、もし
くはそれに参加する一人ひとりを表しています。それらの色や大きさは異なりますが、接することで繋がっていま
す。それは各々が「ボランティア」と
いう共通点を持つからでもあり、前述
したように、皆が繋がって大きな「ボ
ランティア」という考えを形成してい
るからでもあります。そして、今年20
周年を迎えたWAVOCは、全体として
の「ボランティア」はもちろんの事、
一つひとつの丸にも寄り添うことが大
切ではないかと感じます。 
　 こ の よ う な 気 づ き も 学 び も、
WAVOCでの勤務がなければ得られ
ないものでした。これからも学生リー
ダーとしての勤務を通じて、ボラン
ティアについての考えを深めたいです。
 

社会科学部３年　

鈴木　渉悟

　私がボランティアを始めたのは中学３年生の夏休みでした。地元仙台では七夕祭りが有名で、その前夜祭として毎
年花火祭りが行われます。私はその花火祭りの運営としてのボランティアに参加しました。当日の２か月も前から開
催のための募金活動をし、その後当日まで会場の設営、当日の警備など、様々な場面で大人同様に活動できた経験
は、中学生の僕にとっては感動的でした。それからずっとボランティアをやってきた僕にとって、ボランティアは生
活の一部でした。当然のように大学でもボランティアをやるつもりでしたが、新型コロナウイルスのまん延により対
面での活動に大きな制限がかかり、ボランティアのサークルに入ってもボランティアができない状況にありました。
その中で、WAVOCの学生リーダーはオンラインでもボランティアに携わることができると聞き、応募しました。
　WAVOCの学生リーダーとしてのやりがいは、多くのボ
ランティアサークル・団体と関わることができる点です。
普通であれば所属しているボランティアサークルとしか関
わることができません。しかし、複数のサークルが登録し
ているWAVOCで活動することで、広く様々な視点からボ
ランティア活動を見ることができます。結果、自分がそれ
まで興味を持たなかった分野について知るきっかけにもな
りました。
　これまで７年間ボランティアをやり、前述した花火祭り
から、地元プロスポーツチームの運営ボランティア、乃木
坂46コンサートボランティアなどを経験しました。そし
て2021年には東京オリンピックのボランティアも行いまし
た。現在はセパタクロー新リーグのボランティア発足にも
携わっています。
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　ボランティアという言葉は広く知られるようになり、WAVOCには
講義も数多くあります。一方、ボランティアをしたことがない人に
とっては、立派というイメージやお金のかからない労働力としての見
られ方が問題となっています。私は、もっとボランティアが日常的に
なり、映画鑑賞やゴルフと同じようにボランティアが身近で行われる
ようになってほしいと思います。そのために、まずはできるところか
ら、WAVOCを通して少しでも理解されていくように活動していきた
いと思います。

法学部４年

高平　真菜

　私がWAVOCの学生リーダーになったのは、2020年の大学２年生の夏からでした。2020年といえば、日本でも新
型コロナウイルスがまん延し始め、大学ではほとんどの対面授業がオンライン授業に切り替わっていました。私は、
通学に１日往復で５時間程費やしていたので、通学をしなくてもよい生活は、時間にも余裕がうまれ正直楽だと思う
ところもありました。しかし、その反面、社会と切り離されたような感覚に陥っていました。そのため、何か空いた
時間を使って、社会とつながりたいと思っていたところ、WAVOCの学生リーダーの募集を見つけ、学生リーダーに
なりました。この選択は、本当に正しかったと思います。なぜなら、この選択によって、まさに、WAVOCのキャッ
チフレーズである「一歩ふみだす、ぐっと広がる」を実現できたと
感じているからです。
　WAVOCの学生リーダーになってからは、早稲田の様々なボラン
ティアサークルに所属する学生や何かに問題意識をもった方々と
接する機会が増え、社会とつながっていることを実感することが
できました。もちろん、社会とつながるという意味では、ボラン
ティアというアプローチでなくとも、２年生だった私も４年生にな
り、就職活動を行う過程で、多くの企業の方と関わり、少なからず
以前より社会を知り、つながることができました。しかし、一方で
WAVOCは、単に一部の社会を知り、つながるということだけでな
く、たった一人の学生でももっと広い意味での社会に何か貢献でき
ないか、といった視点で考え行動することができる貴重な場だと思
います。そういった貴重な経験を、時間のある学生のうちにぜひし
てほしいという思いで、残りの学生生活をWAVOCの学生リーダー
として頑張っていきたいと思います。

法学部２年

福田　伶奈

　今まで行ったWAVOC学生リーダーとしての活動の中で、最も印象深いのは、WAVOC版ワセダベアの製作です。
「WAVOC20周年企画」として、WAVOC教職員の皆さんや、他の学生リーダーにご協力いただきながら、製作の発
案から作成、さらにはWAVOC版ワセダベアの載ったノベルティグッズの作成まで、やり遂げることができました。



33早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター20周年記念誌

一から作成したノベルティグッズが、対面で開催されたボラカフェ（WAVOC主催の、ボランティアサークル新歓イ
ベント）で、参加者の皆さんの手に渡ったときに感じた達成感は、なかなか経験できるものではないように思いま
す。WAVOCの学生リーダーとして、自分のアイデアや意見を、自分のやる気次第で形にすることができるという点
で、非常に貴重な体験をしていると感じます。
　そのほかに、学生リーダーの活動の一環として、「カーボンニュートラルに関する調査レポート」を作成したこと
にも、やりがいを感じました。もともと環境問題に興味があり、自分にできる範囲ながら、日頃から自然環境に配
慮した行動を意識していました。しかし、レポートという「自分以外の人に発信する」形で環境問題に触れられたの
は、想像以上に得るところの多いことでした。環境問題に対する意識を高めることはもちろん、調査の過程で、知見
を広げるとても良い機会になったと感じています。「実践編」と称した第二弾のレポートを掲載したばかりですので、
少しでも多くの人の目に留まり、些細な行動を変えていくきっかけにしていただければと思います。この先も、環境
保護に関するイベント企画等を通じて、より実践的な形で環境問題と向き合っていきたいと思います。
　最後に、WAVOC学生リーダーとして未熟ではありますが、まだまだWAVOC学生リーダーとしてやれることが
あると考えています。社会問題に対する問題意識を忘れずに、ボランティア活動としてできることを探しながら、20
周年を迎えたWAVOCをもっと盛り上げていけるよう、少しでも力になりたいと思います。
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　既に述べたとおり、WAVOCでは設立当初から現在まで、多くの講義科目や体験的学習を伴う実習科目を用意して
きた。全学副専攻「社会貢献とボランティア」やそれ以前のテーマカレッジ対象科目を含めると、これまでボラン
ティアに関連する科目を履修した学生は、延べ７万人以上にのぼる。これはボランティアセンターに教員が在籍して
いるという、本学ならではの強みである。
　なかでも、「体験の言語化」はWAVOCが開発した新しい教育手法であり、毎年多くの学生が履修している看板科
目である。学生が自分の心に引っかかる体験を思い返し、その体験を改めて捉え直すことを通じて、

　１．体験を『自分の言葉』で語る力

　２．体験から社会の課題を発見する力

　３．体験を学びの意欲へつなげる力の３つの力を身につけること

を目標としている。
　科目で得た知識を現場に活かし、現場の活動で得た経験を教室に持ちかえる往還。これによって、学びを深めるこ
とを可能にしている。

��2002～2022年度�WAVOC提供科目

●自己表現論
●社会貢献論、国際交流と社会貢献
●国際ボランティア実践論
●農山村体験実習
●東南アジアの開発問題とNGOの役割
●文化遺産の保全と村づくりへの国際協力実習
● カンボジアの文化遺産の保全と村づくりへの国際協力
実習

●国際ボランティア理論と実践
●ボランティア論
●ボランティア論 -体験の言語化 -
●ボランティア論 -入門と基礎理論 -
●人権と市民活動・ボランティア
●森林環境教育基礎演習
●国際開発援助　理論と実践
●武力紛争と平和構築
●富士山環境再生実践講座
●富士山環境再生コミュニケーション実践
●ユネスコの寺子屋事業と世界遺産
●持続可能な社会と市民の役割
●地球体験から学ぶ異文化理解
●環境とボランティア
●コミュニティ論
●コミュニティ論（展開と実践）
●コミュニティ論（入門と基礎理論）
●NPO実践論

●都市と農村関係論
●グローバルヘルス
●シルクロード文化財保護
●食と経済
●協同組合論
●農を基礎とした持続的社会の研究
●農村地域の経済と社会を見る目
●持続可能な生活スタイル論
●Field Study on Peace Building
●ワークキャンプ論 -実体験の言語化 -
●ワークキャンプ論 -実践的リーダー養成講座 -
●参加のまちづくり
●インド“白い革命”から学ぶ途上国の農村開発
●文明の環境と文化のヴィジョン
●震災復興のまちづくり
●体験の言語化―世界と自分
●体験の言語化―フレッシュマンズ向け入学前の体験から
●体験の言語化―インターンシップ体験から
●体験の言語化―スポーツの体験から
●体験の言語化―ボランティア体験から（文章作成）
●体験の言語化―ボランティア体験から
● 学生ボランティアのためのライティングスキル―体験
の言語化
●社会貢献のためのクリエイティブな発想と実践
●グローバリゼーションと国際協力
●インタビュー調査と空間調査の実践方法

3.�WAVOCの教育
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●南アジアから学ぶ途上国の農村開発
● 演じることで社会的課題を発見するフィールドワーク
とワークショップ

●東南アジアにおける復興と国際協力
●東北復興のまちづくり -農からの地方創生 -
●教育支援を通した社会貢献
●南アジアから学ぶ途上国の農村開発
●社会の見方を変えるフィールドワークとワークショップ
●アフリカゾウとの共生を実践するボランティア
●農の未来風景
●ブータン地域研究
●狩猟と獣害対策ボランティア
●ブータンから学ぶ国家開発と異文化理解
●海士の挑戦事例から学ぶ地域創生
●社会問題とボランティア
●東南アジアのマイノリティと開発
●反＝反ボランティア論

●災害と社会貢献
●企業と社会貢献
●東南アジアにみる人間開発と異文化理解
●狩猟と地域おこしボランティア
●グローバル社会貢献論
●ファシリテーションとボランティア　
●SDGsと社会貢献
●カナダから見るグローバル市民学
●スラムから学ぶコミュニティー支援論
●フィールド・ワークと社会貢献　
●災害ボランティアの基礎と実践　
●ボランティアから見る世界　
●狩猟と獣害対策論
●パラスポーツとボランティア
●ボランティアの現場と社会学
●経験の地平から学ぶ東日本大震災と社会貢献
●東日本大震災のフィールドワーク
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「体験の言語化」を通じたWAVOCの教育

早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター准教授

兵藤　智佳

　WAVOC は2002年、大学が社会貢献活動を行う組織
として設立された。大学の組織としてのボランティアセ
ンターであることを特徴として、WAVOCでは、ボラン
ティアや社会貢献活動を通じた学生たちの教育もその使
命として位置づけられてきた。こうした教育を行うため
に、私たち教員は、大学の教室だけでなく、キャンパス
を離れて、国内外のフィールドや現場に学生を連れて行
く。学生たちが体験を通じて学ぶことを重視する私たち
にとっての問題意識は、ボランティアに参加した学生た
ちが、その体験を語れないことであり、社会を構成する
当事者になれないことであった。学生たちが、感性で感
じる内面のモヤモヤとしたものに言葉を与えることがで
きないために、ボランティア体験を「ヤバい」という表現でしか語れない。「貴重な体験でした。たくさんのことを
学べました」と定型文を述べることで深く思考しない。そして、「誰かが悪いからこうなる」という枠組みで社会的
に弱い立場に置かれる当事者に起きている事柄を理解しようとし、誰かに起きていることを「自分ごと」として捉え
られない。そうしたありかたに対する危機感を背景に教員たちが開発してきた教育手法が「体験の言語化」である。
　大学での授業、ボランティアで訪れたフィールド、ときには個別の相談といったように、これまで実践してきた、
「体験の言語化」の場は、多様である。その共通項としての目的は、学生たちが、容易には言葉にならないものを言
葉にしようとすることで自己に向き合い、体験の意味を紡ぎだすこと。そして、自らを「わたしたちの社会」の文脈
に位置づけることによって、社会を構成する当事者になることである。その実践は、例えば、「教員と学生」、という
立ち位置から始めても、関係性は、二者間の間に閉じるわけではない。ボランティアでともに活動人たちをはじめ、
異なった立場でその空間と時間を共有する人たちが、そこにいる誰かが発する言葉に耳を傾け、ともに、わたしたち
の社会と対峙してきた。
　体験という言葉になっていないものを言葉にするためには、問われなくてはならない。もちろん、内省として自ら
が自身に問うことができる。一方で、誰かに問われることによって、その人は、問うた人に応答しようとする。応答
された人は、その言葉を聴き、その人にとっての体験の意味を理解することで、その人を受けとめる。誰かに受け止
められる体験は、学生たちが、他者、そして、社会に対して自分を拓く契機となる。
　これまでにわたしたちが開発し、実践してきた「体験の言語化」では、問いかける方法として、その場面で「あな
たは、そのときにどう感じたのか」と問い、「あなたは、こう感じたのですね」と繰り返す。そして、あなたがそう
感じたのには、その背後に社会の構造的な力があるという前提で、さらに問いを重ねていく。「なぜ、そう感じるか」
の問いを繰り返していく中で、自分の価値観や信念が浮かび上がり、そこに影響を与えてきた歴史や文化といった個
人の力を超えて構築されてきた社会が言葉として立ち上がる。こうして「わたしの体験は、わたしのものであるのだ
けど、わたしだけの問題ではない」という気づきが生まれ、わたしたちの問題として共有されていく。
　こうした教育手法は、従来の大学教育で広く行われてきた「学術の専門家である大学教員が専門知を学生に教え
る」という方法とは異なる専門性と技術が求められる。「体験の言語化」では、教員が学生に何かを教えるのではな
く、学生の気づきと表現を尊重し、自分の言葉を紡ぎだす支援をするからだ。こうした教育の専門性と技術は、多く
の大学教員にとっては未知なるものであり、これまでWAVOCの教員たちがともに開発、実践し、新しい教員たち
にその哲学と方法を引き継いできた。
　その成果は、発表されてきた学術論文のみならず、多くの卒業生たちが、国内外の多様なキャリアを通じて「わた
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したちの社会の問題に取り組む」という形で示してくれているように思う。大学のときに涵養された社会を構成する
一員としての意識は、「自分が創る社会」に自分から働きかけるようになるからだ。卒業してからも「自分がどう生
きるか」の問いを支える大切な価値や信念は、あのときの体験を言葉にすることによって、その人の中に長く残り続
けている。
　多くの学生たちの学びを支援する「体験の言語化」は、20年を経た大学教育機関としてのWAVOCが今後も未来
に向けて、受け継いでいきたい大切な教育実践である。

【参考文献】
WAVOC編『体験の言語化』（成文堂、2016）
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   （１）歴代所長

名誉所長　平山　郁夫
初代　奥島　孝康　（総長、法学部教授）　　　　　　　　2002.4 ～ 2004.5
２代　白井　克彦　（総長、理工学部教授）　　　　　　　2004.5 ～ 2006.11
３代　堀口　健治　（常任理事、政治経済学術院教授）　　2006.11 ～ 2007.6
４代　野嶋　栄一郎（常任理事、人間科学学術院教授）　　2007.7 ～ 2010.11
５代　紙屋　敦之　（理事、文学学術院教授）　　　　　　2010.11 ～ 2014.11
６代　村上　公一　（理事、教育・総合科学学術院教授）　2014.11 ～ 2020.3
７代　山田　　満　（社会科学総合学術院教授）　　　　　2020.4 ～ 2020.9 
８代　松居　辰則　（人間科学学術院教授）　　　　　　　2020.9 ～現在

   （２）歴代副所長

初代　堀口　健治　（常任理事、政治経済学術院教授）　　2007.7 ～ 2010.11
２代　齋藤　美穂　（理事、人間科学学術院教授）　　　　2010.11 ～ 2015.10
３代　久塚　純一　（社会科学総合学術院教授）　　　　　2015.11 ～ 2019.3
４代　山田　　満　（社会科学総合学術院教授）　　　　　2019.4 ～ 2020.3

   （３）歴代事務長

初代　水間　英光　（総長室長との兼務）　　　　　　　　2002.4 ～ 2002.11
２代　山口　博之　    　　　2002.11 ～ 2007.5
３代　外川　　隆    　　　2007.6 ～ 2013.11
４代　本間　知佐子    　　　2013.12 ～ 2015.11
５代　鈴木　　護    　　　2015.12 ～ 2018.11
６代　大久保　裕子　    　　　2018.11 ～ 2020.6
７代　石森　　裕　    　　　2020.7 ～ 現在

   （４）教員（嘱任順）

野口　　昇
　客員教授　2002.9 ～ 2009.3

西尾　雄志
　客員講師（インストラクター）　2003.4 ～ 2006.3
　助教　2008.4 ～ 2010.3
　客員准教授　2010.4 ～ 2016.3

小峯　茂嗣
　客員講師（インストラクター）　2004.4 ～ 2007.3
　客員講師　2007.6 ～ 2010.3
　客員准教授　2010.4 ～ 2013.9

岩井　雪乃
　客員講師（インストラクター）　2005.4 ～ 2008.3
　助教　2008.4 ～ 2014.3
　准教授（任期付）　2014.4 ～ 2017.3
　准教授　2017.4 ～ 現在

坂本　　達
　客員講師　2006.4 ～ 2009.3

4.�データ集
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高野　孝子
　客員助教授　2006.4 ～ 2007.3
　客員准教授　2007.4 ～ 2011.3
　客員教授　2011.4 ～ 2013.3

立松　和平
　客員教授　2006.4 ～ 2008.3

兵藤　智佳
　客員講師（インストラクター）　2006.4 ～ 2008.3
　助教　2008.4 ～ 2014.3
　准教授（任期付）　2014.4 ～ 2017.3
　准教授　2017.4 ～ 現在

渡辺　豊博
　客員教授　2006.4 ～ 2009.3

和栗　百恵
　客員講師（インストラクター）　2007.4 ～ 2008.3
　客員講師　2008.4 ～ 2010.3
　客員准教授　2010.4 ～ 2013.9

加藤　基樹
　客員研究助手　2008.4 ～ 2009.3
　研究助手　2009.4 ～ 2011.3
　助教　2011.4 ～ 2017.3

中田　智之
　客員研究助手　2008.4 ～ 2009.3

長島　美紀
　客員講師　2008.7 ～ 2010.6
　客員准教授　2010.7 ～ 2011.3

軍司　聖詞
　研究助手　2009.4 ～ 2010.3

秋吉　　恵
　助教　2010.4 ～ 2016.3
　客員准教授　2016.4 ～ 2017.3

堤　　美智
　研究助手　2011.4 ～ 2013.3

石野　由香里
　助教　2014.4 ～ 2018.3
　講師（任期付）　2018.4 ～ 2019.3

島﨑　裕子
　助教　2014.4 ～ 2017.8

平山　雄大
　助教　2016.4 ～ 2018.3
　講師（任期付）　2018.4 ～ 2021.3

佐々木　孝子
　助教　2017.4 ～ 2018.3
　講師（任期付）　2018.4 ～ 2019.3

二文字屋　脩
　講師（任期付）　2018.4 ～ 2021.3

林田　由那
　講師（任期付）　2019.4 ～ 2020.3

佐々木　俊介
　講師（任期付）　2021.4 ～ 現在

由井　一成
　講師（任期付）　2021.4 ～ 現在

筒井　久美子
　講師（任期付）　2022.4 ～ 現在
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   （５）WAVOCの出版物

　WAVOCが編集・発刊したものおよびWAVOCでの活動がメインテーマとなっているもののみを掲載する。

● 社会貢献が必要とされる諸分野の紹介、活動ノウハウ、学び方
〈「知る・考える・行動する」ブックレットシリーズ〉
WAVOC編『教育協力』（2004）
WAVOC編『平和構築』（2005）
WAVOC編『環境ボランティア』（2006）
WAVOC編『保健医療』（2007）
WAVOC編『体験的な学習とサービス・ラーニング』（2008）
WAVOC編『ワークキャンプ：ボランティアの源流』（2009）

西尾雄志『早稲田大学発ボランティア講義録』（2007）
西尾雄志『WAVOC発大学生のためのボランティア入門講座』（2013）

● WAVOC活動・学生の成長＆支える教職員像
兵 藤智佳・岩井雪乃・西尾雄志『世界をちょっとでもよくしたい～早大
生たちのボランティア物語～』（2010）
堀口健治・加藤基樹『書を持って農村へ行こう』（2014）

● 東日本大震災へのWAVOC教職員や学生のかかわり
〈「震災後に考える」早稲田大学ブックレットシリーズ〉
加藤基樹編著『０泊３日の支援からの出発　早稲田大学ボランティアセンター・学生による復興支援活動』（2011）
岩井雪乃編著『学生のパワーを被災地へ !「早稲田型ボランティア」の舞台裏』（2012）
早田宰他編著『ともに創る ! まちの新しい未来 : 気仙沼復興塾の挑戦』（2013）

兵藤智佳『僕たちが見つけた道標 : 福島の高校生とボランティア大学生の物語』（2013）
早稲田大学学生ボランティアRINC編『箱崎半島から見えた未来　震災ボランティアの５年間』（2016）

● 「THE」WAVOCメソッド、つまり教育手法としての「体験の言語化」や「ワボプロ」の意義＆手法の展開
〈「体験の言語化」関連書籍〉
WAVOC編『体験の言語化』（2016）
WAVOC編『体験の言語化実践ガイドブック』（2018）
WAVOC編『ボランティアで学生は変わるのか　「体験の言語化」からの挑戦』（2019）

● WAVOCの活動、「手法」としての体験、体験の言語化
岩井雪乃『ぼくの村がゾウに襲われるわけ。野生動物と共存するってどんなこと？』（2017）
石野由香里『他者の発見　演劇教育から人類学、ボランティアと地域活性論への架け橋』（2021）
兵藤智佳他編著『パラスポーツとボランティア　大学生、パラアスリートと出会う』（2022）
二文字屋脩編著『トーキョーサバイバー』（2022）
　

● 20年の成果・課題、未来構想の種
WAVOC編『学生の心に火を灯す　早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター20年の挑戦』（2022）
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   （６）早稲田大学組織図
【２０２２年４月１日現在】 教務部 教務課

教育企画課
教育連携課
高大接続推進課
入学センター
早稲田ポータルオフィス
社会人教育事業室

研究推進部 研究企画課
研究支援課

 監査室 研究マネジメント課
国際部 国際課
情報企画部 情報企画課
学生部 学生生活課

奨学課
キャリアセンター
レジデンスセンター
スチューデントダイバーシティセンター

文化推進部 文化企画課
総務部 法人課

総務課
法務課
コンプライアンス推進室

人事部 人事課
給与厚生課

財務部 財務課
経理課
経理処理・検収センター

キャンパス企画部 企画・建設課
総長室 秘書課

校友課
社会連携課
経営企画課
本庄プロジェクト推進室

広報室 広報課

政治経済学部 政治経済学術院事務所
政治学研究科
経済学研究科
現代政治経済研究所
法学部 法学学術院事務所
法学研究科
比較法研究所
法務研究科 法務研究科・法務教育研究センター事務所
法務教育研究センター
文化構想学部 文学学術院事務所
文学部
文学研究科
総合人文科学研究センター
教育学部 教育・総合科学学術院事務所
教育学研究科
教育総合研究所
教職支援センター
商学部 商学学術院事務所
商学研究科
産業経営研究所
ビジネス・ファイナンス研究センター

会計研究科
経営管理研究科
基幹理工学部 理工学術院統合事務・技術センター 事務部 総務課
創造理工学部 教学支援課
先進理工学部 研究総合支援課
基幹理工学研究科 先端生命医科学センター支援課
創造理工学研究科 技術部 技術企画総務課
先進理工学研究科 教育研究支援課（１～４系）
理工学術院総合研究所
各務記念材料技術研究所
国際情報通信研究センター
環境・エネルギー研究科 本庄総合事務センター
環境総合研究センター
情報生産システム研究科 情報生産システム研究科・情報生産システム研究センター事務所
情報生産システム研究センター
社会科学部 社会科学総合学術院事務所
社会科学研究科
先端社会科学研究所
人間科学部
人間科学部（通信教育課程）
人間科学研究科
人間総合研究センター 所沢総合事務センター
スポーツ科学部
スポーツ科学研究科
スポーツ科学研究センター
国際教養学部 国際教養学部・国際コミュニケーション研究科事務所
国際コミュニケーション研究科
アジア太平洋研究科 アジア太平洋研究科・アジア太平洋研究センター事務所
アジア太平洋研究センター
日本語教育研究科 日本語教育研究科事務所

別科日本語専修課程
図書館 図書館事務所 総務課
坪内博士記念演劇博物館 演劇博物館事務所 情報管理課
會津八一記念博物館 博物館事務所 資料管理課
国際文学館 国際文学館事務所 利用者支援課
歴史館 歴史館事務所 高田早苗記念研究図書館担当課
高等研究所 高等研究所事務所 戸山図書館担当課
日本語教育研究センター 日本語教育研究センター事務所 理工学図書館担当課
大学総合研究センター 大学総合研究センター事務所 所沢図書館担当課
グローバルエデュケーションセンター グローバルエデュケーションセンター事務所

エクステンションセンター エクステンションセンター事務所
環境保全センター 環境保全センター事務所
保健センター 保健センター事務所
総合研究機構 研究院事務所
グリーン・コンピューティング・システム研究機構

スマート社会技術融合研究機構
次世代自動車研究機構
次世代ロボット研究機構
ナノ・ライフ創新研究機構
地域・地域間研究機構
持続的環境エネルギー社会共創研究機構
平山郁夫記念ボランティアセンター ボランティアセンター事務所
競技スポーツセンター 競技スポーツセンター事務所
留学センター 留学センター事務所
リサーチイノベーションセンター リサーチイノベーションセンター事務所
データ科学センター データ科学センター事務所

高等学院・高等学院中学部 高等学院・高等学院中学部事務所
本庄高等学院 本庄高等学院事務所
芸術学校 芸術学校事務所
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絵描き

表紙作成

　　　　　　　　　　　　WAVOC学生リーダー　　
政治経済学部２年　菊池　侑大

表紙の作成に当たり、特にメッセージ性や物語性を意識して作成しました。
この表紙は、子どもが持っている黄色い風船に、絵描きがイラストを描いている

様子を表したイラストです。
イラストの主人公は、早稲田カラーのセーターを着た絵描きです。WAVOCも私

も今年で20歳なので、絵描きはWAVOCの
分身でもあり、私の分身でもあります。
絵描きは「20」という数字を描いている

途中です。それぞれの文字に込められたメッ
セージを紹介します。
まず、数字の「２」については、絵描き

が経験した様々な困難を表しています。こ
れは、20年間の活動の中でWAVOCが直面
した様々な困難を表しています。そして、
そのような困難の中でも目的地へと歩みを
止めなかった姿を表しています。
次に、数字「０」については、人が手を繋

いでいる様子を表しています。困難を経た絵描きは、人々と再び繋がることを決心
しました。絵描きはその思いを、人の輪の中に自分の姿を描くことで表現しようと
しています。この表紙はその瞬間を表しています。
この数字「20」には、二つのメッセージを込めました。

・ 様々な困難の経験こそが、人とつながることの大切さやすばらしさを理解するこ
とに繋がり、ボランティアという行動のきっかけにもなるのではないか。

・人との繋がりこそ、私たちの生におけるひとつのキーポイントなのではないか。
最後に、左下の子どもについてです。子どもは大きな風船を持っています。この

子どもは絵描きの幼少期、もしくは絵描きに憧れる少年です。両方の可能性があり
ます。前者の場合は過去との繋がりを、後者の場合は未来との繋がりを想起させま
す。本誌は20周年を記念する冊子であるため、表紙にも「時間」を意識した要素を
入れたいという思いで描きました。




